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清真寺の寄宿学生がつむ ぐネ ッ トワー ク
一寧夏回族自治区銀川市の事例一
澤 井 充 生
1は じめに 問題の所在
筆者は2000年頃から中国西北部(例 えば寧夏回族自治区や甘粛省)1)において 「回族」
(Huizu)2)の清真寺(モスク)にかかわる問題に焦点をあわせフィール ドワークを実施 し
てきた。中国ムスリムといえば、近年、東 トルキスタンの民族問題が世界的に注目されて
いるが、様々な情報が錯綜するようになり、中国ムスリムの実情が捉えづらくなってい
る。1970年代末、改革開放政策の導入後、情報統制がそれ以前よりは緩和 されたとはい
え、中国ムスリムの現地調査は現在 も実施しづらい。
これまでの先行研究では、戦前 ・戦中は欧米人や日本人が中国各地で現地調査を実施 し
ていた。例えば、清真寺でのクルアーンやハディース(預言者ムハンマドの言行録)お よ
びそれらの注解書の収集 ・解読、清真寺の指導層に対するインタビュー調査などが実施さ
れ、民族誌的資料とよべる一次資料が積極的に収集されていた。当時の西洋諸国のキリス
ト教宣教師の出版物、日本人の歴史学者の調査報告は現在 も資料的価値が高い[e.g.
Broomhall1987(1910);岩村 49;1950]。戦後は中国国内の政治動乱によりしばらく途
絶えたが、1980年代半ば頃から歴史学者や人類学者による研究成果が増えつつある[e.g.
Lipmanl997;Gladney1991;Gillette2000;JaschokandShui2000]Q
ところが、最近の調査研究には清真寺を正面からとりあげた研究が意外に少ない。清真
寺は回族のエスニシティ形成と不可分の関係にあるのだが、清真寺内部の様々な関係や集
団(組織)は十分に明らかにされていない。数少ない現地調査では、清真寺の指導層(例
えば宗教指導者や管理委員会)が重要なインフォーマントとして重宝されるのに対 し、指
導層ではない人々(例えば本稿で注目する寄宿学生)は調査報告では 「脇役」を演 じるば
か りである。詳細は後述するが、寄宿学生が清真寺間を頻繁に移動することによって、イ
スラーム的知識の情報交換が活性化され、清真寺問のネットワーク3)が強化されてきた。
外部者からみれば 「周縁化」されているかのようにみえる寄宿学生が、実際は各地に散在
する清真寺を結びつける重要な役割を果たしてきたわけである[澤井2007]。
こうした基本的な事実をふまえたうえで、本稿では、寄宿学生に関する調査報告をおこ
ない、現在の中国におけるムスリムの移動について考察する。なお、フィールドワークは
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2000年10月から2001年3月にかけて寧夏回族自治区銀川市で実施 し、その後2002年に
補足調査を行った。
皿 調査地概況
調査地は中国西北部に位置する寧夏回族自治区銀川市である。寧夏は中国全土で回族の
人口が最も多い省 レベルの民族自治区である。寧夏は省レベルの行政区としては非常に小
さな地域だが、その中央部には黄河が流れ、平原が広が り、豊富な水資源を利用した灌溜i
農業が盛んである(一部南部をのぞ く)。ただし全国的にみると現時点でも発展途上地域
のひとつである。
調査時点で、寧夏は行政区分上、(1)銀川市、(2)石騰山市(平 羅県、陶楽県、恵農
県)、(3)銀南地区(呉忠市、青銅峡市、霊武市、同心県、塩池県、中衛県、中寧県)、
(4)固原地区(固原県、海原県、西吉県、隆徳県、淫源県、彰陽県)に 分類され、1990
年代半ばの時点で寧夏の総人口は543万人、そのうち回族の人口が182万人(寧夏総人口
の34%)となっている。回族の人口が多い地域は、浬源県(全 県の96%)、海原県(全 県
の69%)、同心県(全 県の78%)、霊武市(全 市の46%)、固原県(全 県の41%)で、回
族が自治区中南部に多いことがわかる(統計資料の数値は概算)。
首府の銀川市4)は寧夏平原に位置 し、黄河が同市東部を流れてお り、水資源が豊富で農
業用水路が多い。おもな農作物は小麦、米、 トウモロコシ、リンゴやスイカなどである。
また、内モンゴル自治区と甘粛省を結ぶ鉄道が敷設されてお り、西北部の交通の要衝地の
ひとつである。自治区では経済条件のよい都市部であるが、全国レベルでみると今後の発
展が期待される地域である。
銀川市は行政区分上、(1)銀川市区(城 区、郊区、新城区)、(2)永寧県、(3)賀蘭
県5)からなる。銀川市の総人口は89万人で、このうち回族は10万人(市全体の18%)だ
った。調査地となった銀川市区の内訳 をみてみると、同市区全体の総人口が54万人で、
このうち回族の人口は9万人(銀川市区全体の総人口の18%)。銀川市区内はといえば、
城区の総人口は23万人で、そのうち回族の人口が3万人(城 区全体の総人口の15%)、
郊区の総人口は12万人で、回族は4万 人(郊区全体の総人口の35%)である[銀川市志
編纂委員会(編)1999]。銀川市区では郊外に回族が多 く、清真寺も郊外に集中していた
(後述)。
皿 清真寺管理運営制度
ここでは、調査地における宗教政策(イ スラームに限定)を 概観し、清真寺の管理運営
制度を把握することにしたい。
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1社 会主義国の宗教政策
調査地における清真寺の概況を整理する。まず、2005年に公開された統計資料には、
寧夏の自治区全体には清真寺が3,500箇所あ り、清真寺に常駐する宗教指導者が5,328
名、寄宿学生が8,000名いると記載されていた[中国伊斯蘭教協会(編)2005:384]。
銀川市では、2000年政府機関関係者に行ったインタビュー調査によって、清真寺が155
箇所、ゴンベイ(お もにスーフィー教団の聖者墓)が1箇 所あることが確認できた。その
内訳は、城区に3箇所、新城区に5箇所、郊区に54箇所、永寧県に27箇所、賀蘭県に66
箇所 となっている(宗教指導者らの人数までは未確認)。銀川市区のなかで清真寺が最 も
多い地域は農村部の郊外である。これは調査地の回族には農業従事者が多いことによる。
一般に、中国イスラームの宗派はスンナ派でハナフィー法学派に分類されるが、おもに
回族のあいだでは、イスラームは伝播時期の古いものから、カディーム派、スーフィー教
団(フ フィーヤ派、ジャフリーヤ派、カーディリーヤ派、クブラヴィーヤ派)、イスラー
ム改革諸派(イ フワーン派、サラフィー派)な どの 「教派」(iiaopai)に分派している。
この教派は中国独自の概念であり、回族内部の力関係を考えるうえでは無視できないファ
クターとなっている。調査地では、都市部にイフワーン派、農村部にカディーム派が多
い。こうした様々な教派の清真寺やゴンベイは中央 ・地方にある行政機関によって一括管
理されている。
ここで、中国においてムスリムの宗教活動を管轄する行政機関について言及してお く必
要があるだろう。まず、寧夏の自治区レベルには寧夏回族自治区宗教事務局(兼民族事務
委員会)が、銀川市 レベルには銀川市民族宗教事務局がムスリムの宗教活動を管轄 してい
る。寧夏では、自治区レベルでも銀川市のレベルでも、宗教事務局と少数民族事務を扱 う
行政機関の民族事務委員会が実質的にはひとつの組織 として機能している。宗教事務局の
局長(1名,回 族,男性)お よび副局長(2名,回 族と漢族,男 性)は いずれも自治区の
人民代表大会によって選出される。政府機関関係者の説明によれば、自治区全体にある事
務局には、漢族 と少数民族の割合はほぼ半数ずつで(女性の職員もいる)、共産党員が大
多数とのことだった(もちろん少数ながら非共産党員もいる)。寧夏の 「民族区域 自治
法」による規定によれば、自治区と市のそれぞれのレベルの局長はすべて回族が担当する
ことが規定されているという。調査地のように少数民族地域では、政治的配慮から、少数
民族が主要ポス トに配置される傾向があるといえる。
宗教事務局のほかにも、中央 ・地方にはムスリムの宗教活動を管轄する団体がある。そ
れはイスラーム教協会であるが、原則としては行政機関ではなく、中国ムスリムの利益を
代表する 「社会団体」(行政機関に批准 された団体)と して位置づけられている。イス
ラーム教協会のメンバーは同協会内部で定期的に選出されるが、人事異動やそのほかの活
動においては行政機関(例 えば宗教事務局)の行政指導を受けることになっている。換言
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すれば、イスラーム教協会は法規定では行政機関ではないが、実質的には行政機関の一翼
を担っている団体ということになる。
イスラーム教協会の全体図をみてみると、北京にある中国イスラーム教協会を頂点と
し、ムスリムが多い地域にかぎり、全国各地の直轄市 ・省 ・市 ・地区 ・県などに地方レベ
ルのイスラーム教協会が設置されている。寧夏の場合、自治区に寧夏回族自治区イスラー
ム教協会が、銀川市に銀川市イスラーム教協会が設置されている。なお、市より下位レベ
ルの行政単位、例えば、郷や鎮には、中国共産党統一戦線工作部に宗教関連部門が設置さ
れ、その部門が民族 ・宗教関連の政策を担当する。
寧夏の自治区と銀川市のイスラーム教協会の人事関係をみると、イスラーム教協会には
基本的には政府公認の 「ムスリム少数民族」 しか入会できないことになっている。一般に
同協会委員はムスリム少数民族の宗教指導者や管理責任者らによって占められている。中
央 ・地方の別なく、会長や副会長などの高位には地元で著名な宗教指導者が選出される一
方、秘書長、副秘書長などの役職については回族の共産党員によって担当されることが多
いようだった。いわば事務方ともよべる後者には、清真寺で伝統的なイスラーム教育を受
けたことのない共産党員が多い。このように、少数ながらイスラーム教協会に共産党員が
いる点は興味深い。
ここまで述べたことを確認すると、宗教管理機構は中央から地方へ枝分かれしていく一
種の階層組織 となっている。具体的には、行政機関の宗教事務局(民族宗教事務局)お よ
び社会団体のイスラーム教協会が全国各地(ム スリムが多い地域)に ある宗教施設(清真
寺やゴンベイ)を管轄する構図となっている。このことはイスラームにかぎらず、中国政
府が公認した道教、仏教、キリス ト教(カ トリック、プロテスタント)の宗教管理機構に
もあてはまる。これほどまでに申央集権化した宗教管理機構は中華人民共和国が成立する
までには確認できていない。もちろん宗教管理機構が実際のところどの程度中央集権化さ
れているのかは別の次元の問題ではあるが、あくまでも制度上、宗教活動の管理が一元化
された点は中国共産党の国家政策の大きな特色であるといえるだろう。
2清 真寺管理運営制度
さきほど宗教管理機構の全体像を把握 したが、ひきつづき、清真寺がどのように管理運
営されているのかを整理してみよう。中国西北部では現在も清真寺やゴンベイが回族の伝
統的コミュニティの中心となっている。回族の人々は清真寺やゴンベイを中心として 「哲
璃提」(zhe〃lati,ジャマーアティ)6)とよばれる伝統的コミュニティを形成 してきた。ジャ
マーアティはアラビア語起源で元々は 「集団」を意味する7)。ジャマーアティの成員権
は、基本的には清真寺やゴンベイの周囲に集住する回族の人々が世帯単位(生 活居住単
位)で 獲得するものである(若干ながらイスラームに改宗した漢族 もふくむ)。したがっ
て、清真寺やゴンベイの周囲に集住するムスリムの人々は基本的には世帯単位で清真寺や
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表1調 査地における清真寺概況
清真寺 建設時期 一般信徒の概況
中寺 1931年建 設。1958年「保留 開放」。1966250世帯 。1200名。銀川市 出身者 は少な
Y 年 閉鎖 ・転 用。1975年「修復 」(政府援 く、寧夏の他地域 出身者が多い。都市 部
助5万 元)。2000年修復。 に位置 し、公務員 、労働者、商 人が多い
のが特徴的 である。
西関寺 1687年建設 。1930年代Q派 か らY派 に 600世帯。2000名。大多数が西 関寺周 辺
Y 改 宗。1958年合 併。1966年破 壊。1980の住民。一部 内モ ンゴル、河南 、甘粛 な
年 ～1985年修復 。1997年修復 。 どの出 身者 もい る。元 々 は農 村部 にあ
り、大多 数 が農 民 だ っ たが、1980年代
以降は都市生活者 となった。
北関寺 1788年建 設 。1934年修 復 。1958年合 300世帯。1500名。北関寺周辺 の住 民が
Y 併。1966年破 壊 ・転用。1980年修復 。 多 い。農村部 にあるが、商人が多 い。
南関寺 1644年建設。1915年城 区 に移 転。19532400世帯。12000名。南関寺周辺 の住 民
Y 年拡張。1966年破壊。1981年修復 。 居 が多い。かつ ては農 村部 にあ ったが、
*1980年代Q派 か らY派 に改 宗。 1980年代 に都市 部へ 移 転後 、商人 が 多
くな っ た 。
東関寺 1915年建設 。1958年合併。1965年破 500世帯。2000名。 大部分が東関寺周辺
Y 壊 。 の住 民。農村部 に位置 し、農民が多 かっ
1980年修復 。 たが、現在 は農民 が50%、商 人 が50%
*Q派 か らY派 に改宗? (兼業農家が多 い)。
新華寺 1948年建設 。1958年合併 ・転用。 80世帯 。400名。新華 寺に所属す る一般
Y 1980年修復 。 信徒 は約40世帯(400名前 後)。その他
*移転経験あり に流動 的な 一般信 徒が 約1000名。銀川
市 出 身者が70%、残 りは甘 粛省 や 青海
省 な どの出身者。都市部 にあ り、大部分
が都市生活者(小売業)。
南関東寺 1984年建設 。2000年修復 ・改築。 600世帯。3000名。大部分 が南関東寺周
Q *南関寺から分離 辺 の住民 。一部他省 出身者 もい る。農村
部 にあ り、元々は農民 が多か ったが、現
在 は農 民が50%、商 人 が50%(兼 業農
家多 い)。
満春寺 1987年建 設 。 約300世帯。1500名。大 多 数 が銀 川 市
Y *東関寺から分離 出 身者 。農村部 に位置 し、農民が多か っ
たが、農 民 が50%、商人 が50%(兼 業
農家多 い)。
出典:2000年10月か ら2001年3月までの フィール ドワークに もとつ く一次資料
注記:教 派 の略号:Q(カ デ イーム派)、Y(イ フワー ン派)
ゴンベイの活動に参加することになる。なお、表1は調査地でフィール ドワークを実施 し
た清真寺の概況を整理したものである。
清真寺にはいくつかの階層が形成されており、宗教指導者、寄宿学生、清真寺民主管理
委員会(以 下、管理委員会)、一般信徒に分類することができる。最後の一般信徒をのぞ
くと、清真寺の指導層にあたる宗教指導者と管理委員会、寄宿学生もが男性によって構成
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されている。当然のことながら、一般信徒には男性も女性 も含まれるが、中国西北部に顕
著な特徴として、清真寺の活動に参加する機会が圧倒的に多いのはもっぱら男性である。
以下、主要な階層の要点を整理しておく。
宗教指導者は 「阿旬」(akhund,アホン)、「伊瑠 目」(imam,イマーム)、「教長」(ノi-
aozhang)など様々な名称で呼ばれているが、正確な名称は 「開学アホン」と 「教長」で
ある。基本的には清真寺に1名 しかいない。アホンはおもに清真寺でイスラーム諸学8)を
修めた者(資格取得者)を指すが、アホンの資格を取得 した者すべてが清真寺で宗教指導
者となるとはかぎらない。実際、アホンの資格を取得しても、経済あるいは家庭の事情に
より、清真寺で仕事をしない(あ るいはできない)者 も少なくない。つまり、アホンのな
かで正式な宗教指導者を担当する者が開学アホンと呼ばれる。漢語の 「教長」は開学アホ
ンと同じ意味なのだが、元々は民俗語彙ではなく、回族の社会生活ではあまり馴染みのな
い語彙である。宗教指導者は、都市部よりも農村部から招聰されることが多 く、3年任期
で清真寺に常駐する。任期中、清真寺内でイスラーム諸学の研究や儀礼執行を担当する。
開学アホンは清真寺で寄宿学生をかかえ、イスラーム諸学を彼らに教授する。寄宿学生
はおもに西北部 では 「満拉」(脚河伽,脚磁,マ ンラー)と 呼 ばれている(詳細は後
述)。寄宿学生にも圧倒的大多数が都市部ではなく、農村部出身者が多 く、10代後半から
20代後半ぐらいまでの若い男性で、原則として、清真寺に寄宿することが義務づけられ
ている。調査地では最少で4名から最多で12名の学生がいた。彼らはまさしく日夜、宗
教指導者とともに生活を共にすることによってイスラーム諸学を学び、おおむね10年近
く研鎖 してはじめてアホンの資格 を取得することができる。アホンの資格を取得 した後
は、宗教指導者や管理委員会の紹介あるいは自分たち自身のコネクションによって、他の
清真寺の開学アホンとなる。もちろん開学アホンとならず(あ るいはなれず)、清真寺に
とどまり、寄宿学生として生活 し続ける事例も少なくない。
宗教指導者や寄宿学生は清真寺でイスラーム諸学の研鎖に勤 しむが、彼らの衣食住は基
本的にはすべて免除されており、清真寺がすべてを負担する。その財源は、一般信徒やそ
の代表者となる管理委員会による自発的な施し(サダカ)や義務的な喜捨(ザ カー ト)で
ある。つまり、一般信徒や管理委員会が宗教指導者や寄宿学生を社会経済的に支えること
になっている。
調査地では、一般信徒は 「高目」(qawm,カウム)と呼ばれる。一般信徒の多 くは清真
寺付近で生まれ育った地元出身者であり、一般信徒の世帯数は概算であるが、小規模な清
真寺で80世帯、大規模な清真寺で2,000世帯ほどだった。前述 したように、一般信徒は
基本的には世帯単位でジャマーアティに帰属することになる。一般信徒の数が増えれば増
えるほど、一般信徒による自発的な施 しや義務的な喜捨 も増大し、清真寺の経済状況が好
転する。なお、一般信徒には地元出身者が多いが、必ずしも地縁的な原理によってのみ清
真寺への帰属が決定されるわけではない。例えば、宗教指導者の学識レベルやカリスマ性
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の有無、管理委員会の運営方法のあ り方などを考慮 し、一般信徒が清真寺の帰属を変更す
ることもある。
清真寺に所属する数多くの一般信徒を統括するのが 「清真寺民主管理委員会」である。
管理委員会は主任 ・副主任 ・会計 ・出納 ・幹部などの役職から構成 される(こ れは1980
年代以降に行政当局によって再編された役職である)。調査地では最少で3名 から最多で
8名の職員がいた。管理委員会は清真寺内の話 し合いや投票式の選挙などの方法によっ
て、だいたい50歳代から60歳代までの男性から選出されることが多い。おもな選出基準
は、候補者が敬慶なムスリムであるかどうか、清真寺の活動に積極的にかかわってきたか
どうか、一定の経済力があるかどうかといった条件であるが、この仕事自体がボランティ
ア活動なので、清真寺への忠誠心やムスリムとしての徳性などがとわれる。とりわけ近年
は、清真寺は外部世界の人々に対 しても情報を発信する必要性が高まりつつあるので、人
脈作 りに長けているかどうかといった能力 も重視されつつある。
ここまで要点のみを紹介してきた宗教指導者、寄宿学生、管理委員会、一般信徒は次の
ような相互関係にある。清真寺の多数派 となる一般信徒(お よびその代表者の管理委員
会)は 、宗教指導者や寄宿学生のようにイスラームを体系的に学習する機会に恵まれてい
ない。したがって、彼らは日々の礼拝や礼儀作法、通過儀礼や年中行事などの様々な場面
で宗教指導者や寄宿学生からイスラームの知識を教授 してもらうことになる。そして、一
般信徒がムスリム知識人に対する報酬 として自発的な施しを積極的におこなう。このよう
に、清真寺のなかには、宗教的知識と社会経済的報酬が互酬性の原理で交換されるシステ
ムが形成されているといえる。
N事 例一 移動する寄宿学生
それでは、以下、清真寺に寄宿する学生たちの具体的な状況をみていきたい。本章で
は、まず寄宿学生の基本的な情報を提示し、その後、個別の事例にもとついて事例分析を
おこなう。それでは、筆者がフィールドワークで収集した一次資料にもとづき、具体的な
イメージをつかんでみよう。
1生 活スタイル
すでに述べたが、おもに西北部では寄宿学生はマンラーと呼ばれている。もともとはア
ラビア語を語源 とする語彙"mawlan"や"mulla"(知識人への尊称)で あり、それらが
漢語にとりこまれたのである。ただし、西北部以外の地域では同じくアラビア語起源の
「吟里発」(khalifa,ハリーファ;代理人)と よばれるところがある。このように地域差
があるものの、基本的には、清真寺に一定期間寄宿 してイスラーム諸学を学ぶ学生を指す
ことにはかわりはない。
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表2調 査地における寄宿学生の概況
清真寺
(人数)
出身地(人数) 学歴
アホン資格
取得者(人数) 戸籍
教派
(人数)
北 関寺
(12)
同心県(4)、海原県(2)、平羅県(1)、
銀川市区郊 区(2)、甘粛省(2)、山東
省(1)
高卒(2)
その他 は中卒
(9) 農村 Y(12)
西 関寺
(10)
平羅県(3)、銀川市区郊 区(3)、銀川
市 賀 蘭県(1)、同 心 県(2)、海 原 県
(1)
高卒(1)
中卒(8)
小 卒(1)
(9) 農村 Y(10)
Kh(1)
南 関寺(4) ? ? ? ? Y(4)
東 関寺
(10)
平 羅県(7)、恵農県(2)、不明(1) 中卒 (6)? 農村 Y(10)
新華寺
(10)
平 羅県(8)、青 銅峡市(1)、内モ ンゴ
ル(D
中卒 (7) 農村 Y(10)
中寺
(4)
同心 県(2)、海原 県(1)、銀 川市区郊
外(1)
中卒 (4) 農 村
(3)
都 市
(1)
Y(4)
南関東寺
(9)
平羅県(4)、賀蘭 県(2)、恵 農県(1)、
銀川市 区郊外(2)
高卒なし
中卒が多い
(2) 農村 Q(10)
満春寺
(6)
平羅県(2)、同心県(2)、永寧 県(1)、
不 明(1)
高卒なし
中卒が多い
(1) 農村 Y(6)
出典:2000年.10月か ら2001年3月までの フィール ドワー クにも とつ く一次資料
注記:教 派の略号:Q(カ デ イーム派)、Kh(フフイーヤ派)、Y(イ フワー ン派)
寄宿学生が普段着用する服装には特徴がある。普段はほかの一般信徒と同じようにムス
リムの帽子をかぶるが、礼拝のときには、一般信徒 とは異なり、「戴斯塔爾」(dastar,ダ
スタール)と よばれるターバンのような布を頭にまきつける。もちろん一般信徒でもメッ
カ巡礼を終えた者や清真寺でイスラーム教育を受けたことのある者であるならばダスター
ルを着用することがあるが、基本的には寄宿学生が着用するものである。被 り物のほか、
寄宿学生は普段から 「準拝」(伽η厩,ジ ュンバイ)と よばれる特別なコー トのような服
を着用する。この服はアラブ風の長袖で丈の長い衣服をモデルとしたものである。この服
は寄宿学生の制服 といえる。
また、清真寺に常駐する者 として、寄宿学生たちは普段着用する服装だけでなく、頭髪
やヒゲの手入れにも気を配ることが求められている。清真寺においては彼 らがムスリムの
模範とみなされるので当然のことなのだが、寄宿学生のなかには、清真寺に寄宿するよう
になってはじめて身だしなみに気をつけるになった者も少なくない。ちなみに、寄宿生活
に必要な物品の多 くは清真寺が提供する。
清真寺の住環境をみてみると、宿舎の広さにもよるが、寄宿学生はだいたい多くて4名
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写 真 清真寺関係者 。最前列が 宗教指導 者 と寄 宿学生。 後方が管 理委 員会 と一般 信徒。2002年筆
者撮影。
ほどで一部屋を共用する。部屋のなかには簡素なパイプベッドと勉強机しかないことが多
い。実家から持参 した荷物はスーツケースに入れてベッドの下に置いてお く。清真寺を不
定期に移動することを考え、荷物は最少必要となっている。荷物の中身は清真寺で使うテ
キスト、衣類(夏 服 ・冬服、下着など)、貴重品などである。
寄宿学生の一日の生活パターンを紹介しておこう。早朝、寄宿学生たちは日の出前に行
うファジュル礼拝を終えた後、礼拝殿あるいは特別な教室でイスラーム諸学を宗教指導者
から教わる。清真寺の伝統的イスラーム教育には明確なカリキュラムなどなく、近代教育
式の時間割やクラス別授業があるわけではない。宗教指導者が個々人の学習レベルにあわ
せて 「経典」を選びだし、寄宿学生たちに暗記させたり、解釈させたりする。調査地では
どの清真寺でも1時間から2時間ほどの学習時間だった。その後、朝食をとり、2回目の
ズフル礼拝まで自由時間となる。仮眠をとる者もおれば、宿舎で自習する者もいる。礼拝
時刻によってかわるがズフル礼拝前後に昼食をとることが多い。ズフル礼拝終了後 も、日
没までに行うアスル礼拝時を除くと、基本的には自由時間となる。日没直後に行 うマグリ
ブ礼拝終了後に夕食をとることが一般的である。その後はだいたい就寝までにイシャー礼
拝を済ませる。
ここまでみると、寄宿学生は衣食住を保障され、自由時間が十分にあるようにみえるの
だが、実際は清真寺内の仕事に時間を拘束されることが多い。どういうことかといえば、
礼拝時は別なのだが、それ以外の時間帯は基本的には自由時間となっているが、宗教指導
者や一般信徒が家畜の屠畜や墓参などの儀礼執行の代行を依頼した場合、寄宿学生は必ず
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応 じなければならない。時期にもよるが、そうした仕事は午前 ・午後をとうことなく不定
期に依頼される。寄宿学生は清真寺の地域活動に助力することによってその見返りとして
経済的報酬9)を獲得できるのだが、自分の時間が拘束されることが多いため、ちょっとし
た隙をみつけて自発的に勉学に専念することになる。
寄宿学生が清真寺での生活をおおむね10年近 く続け、イスラーム諸学の理解度が一定
のレベルに到達したと宗教指導者に判断された場合、アホンの資格が宗教指導者から寄宿
学生に授与される。調査地では、寄宿学生がアホンの資格を取得すると同時に結婚する事
例が多かった。調査地の宗教指導者の話によれば、1990年代以降、寄宿学生が社会的に
一人前になった時にアホンの資格を授与する現象が目立ってきたという。清真寺によって
若干の違いがあるが、調査地の清真寺にはアホンの資格をすでに取得 していた寄宿学生が
少なくなかった。彼らはおおむね他の清真寺へ宗教指導者として着任lo)することを希望 し
ているが、他の清真寺には空 きのポス トがないため、当面の間は寄宿学生の身分のまま
「就職口」がないかどうか様子を窺っているのである。
2個 別事例
まず、調査地にいた寄宿学生全体の背景をみていこう。表2の 一次資料を概観し、調査
地における寄宿学生の人数、出身地、学歴、戸籍などの概況を把握しておきたい。調査地
の清真寺には、最少で4名、最多で12名の学生が寄宿 していた。彼らの大部分が寧夏回
族自治区出身で、他省(山 東省、甘粛省、内モンゴル自治区)出身者はごく少数である。
調査地の銀川市区(特 に城区)出 身者 は非常に少ない。彼 らの 「戸口」(戸籍)を みる
と、都市戸籍をもつ者はほとんどいなかった。つまり、圧倒的大多数が農村出身者で、清
真寺への寄宿を契機として都市へ移ってきたことになる。清真寺に寄宿する以前は、彼 ら
の多くが中学校に通った経験があるが、全員が卒業しているわけではなかった。西北部全
体では高校進学率が低いが11)、彼らも例外ではなく、高校卒業済みの者はほとんどいな
い。寄宿学生のなかには、経済的あるいは個人的能力の事情により、公教育を十分に受け
ることができなかった者が多い。
それでは、ひきつづき、具体的な事例を紹介 し、寄宿学生の移動について考えてみよ
う。筆者が調査地でインタビュー調査をおこなった寄宿学生の具体的な一次資料は表3お
よび表4の一次資料に提示 したとおりである。まず、A氏、B氏の背景を確認しておきた
いo
【事例1】
A氏 は寧夏海原県にある農村に生まれ育った。そこはもともとA氏 の父系出自集団
の村落で、1940年代A氏 の父方祖父が施 しをおこない、清真寺を建設している。イス
ラームに熱心な家族 ・親族に囲まれて育ったようである。その村には同じ父系出自集団
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表3調 査地における寄宿学生の移動(A氏の事例、27歳、中学卒業、農村戸籍)
職位(役職) 移動先 滞在期間(教派)
寄宿学生 寧夏回族自治区海原県(農村) 2年(Y)
寄宿学生 甘粛省臨夏回族自治州臨夏市(都市郊外) 2年(Y)
寄宿学生 陳西省西安市(都市) 1年(Y)
寄宿学生 河南省焦作市(都市郊外) 0.5年?*ア ラ ビア語学校 に通学
学生 寧夏銀川市寧夏イスラーム経学院(都市) 1年*ア ホン資格 取得
寄宿学生 寧夏銀川市(都市) 2年(Y)*2002年には不在
出典:2000年10月か ら2001年3月までの フィール ドワー クにもとつ く一次資料
注記:教 派 の略号:Y(イ フワー ン派)
表4調 査地における寄宿学生の移動(B氏の事例、31歳、中学卒業、農村戸籍)
職位(役職) 移動先 滞在期間(教派)
寄宿学生 寧夏同心県(農村) 2年(Y)
寄宿 寧夏銀川市城区(都市) 2年(Y)
寄宿学生 寧夏銀川市賀蘭県(農村) 1年(Y)
寄宿学生 寧夏霊武県 儂 村) 1年(Y)
寄宿学生 寧夏海原県(農村) 1年(Y)*ア ホ ン資格取得
寄宿学生 寧夏同心県 儂 村) 0.4年(Y)
宗教指導者 寧夏同心県(農村) 2年(Y)
学生 河南省鄭州市(都市) 0.5年*ア ラビア語 学校
寄宿学生 寧夏銀川市城区(都市)*同 じ清真寺 0.8年(Y)
アラビア語教員 内モ ンゴル 自治区 フフホ ト市(都 市) 0.4年(Y)
帰郷 寧夏同心県(農村) 2年(Y)
寄宿学生 寧夏銀川市城区(都市)*同 じ清真寺 1年(Y)*2002年には不在
出典:2000年10月か ら2001年3月までの フィール ドワー クにもとつ く一次 資料
注記:教 派 の略号:Q(カ デイーム派)、Y(イ フワー ン派)
の村民が多く、他の村落の回族と結婚する事例が一般的である。
A氏 は6人キ ョウダイの2番 目で、上には姉が1人 、下 には弟が2人、妹が2人 い
る。故郷にいた時は父と同居していた(母 は逝去)。中学卒業後、生活のために羊の放
牧を3年 ほど経験 した後、17歳頃に地元の清真寺でイスラーム諸学を学ぶようになっ
た。きっかけは親の勧めだった。19歳頃には同じ鎮の回族女性 と結婚 し、現在は子 ど
もが3人いる。イスラーム諸学を学び始めて7,8年 経った頃、だいたい23,4歳の頃
にアホンの資格を取得した。調査時点は銀川市在住で単身赴任。妻子は故郷の村に暮 ら
している。
【事例2】
B氏は寧夏同心県にある農村に生まれた。そこは回族だけの村落で、全体で60世帯
ほどの村民が生活 している。A氏 の村落とは違い、もともと雑姓村であるが、村外婚が
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優先され、婚入者には近隣の鎮や郷から嫁いだ回族が多い。B氏 の家族は1980年代近
隣の村落から現在の村落へ移 り住んだ。
B氏は5人キョウダイの最年長で長男である。下には妹が2人 、弟が2人 いる。父母
は2人の弟と同居 している。B氏 は中学卒業後、親の勧めから地元の村にある清真寺に
寄宿するようになった。その後は各地の清真寺を転々とし、24歳の頃アホンの資格を
取得 し、その後、同じ鎮に住む回族女性と結婚。現在は子 どもが2人 いる。B氏 は銀川
市で単身赴任なので、妻子ともに故郷の村にいる。
ここで、A氏 とB氏 の事例から気づいた特徴をいくつか指摘 しておきたい。A氏 とB
氏 ともに改革開放政策導入後、つまり経済自由化政策が推進されるなか、清真寺での寄宿
生活を選んでいる。A氏 は1990年頃、B氏 は1980年代半ば頃のことである。2人とも農
家の長男であり、中学卒業後、高校へ進学せず(中 国では義務教育ではない)、親の勧め
で寄宿学生になった。寧夏中南部は経済条件に恵まれておらず、衣食住が確実に保障され
る寄宿学生はある意味、魅力的な職業(選択肢)だ ったようである12)。
もうひとつの特徴が清真寺での滞在期間の短さである。寄宿学生が清真寺に長期滞在 し
ない理由はい くつか考えられる。まず、清真寺の伝統的イスラーム教育には明確に制度化
されたカリキュラムがなく、入退学が非常に自由なことによる。清真寺では入学許可書を
発行するわけでもなく、基本的には宗教指導者に入学を直接打診する方法がとられる。清
真寺関係者が口頭で了承すればすぐ寄宿できる。ただし、そうした方法によらない例外も
あった。宗教指導者が清真寺に招聰されたときに寄宿学生が同行するケースである。実
際、調査地には寄宿学生が宗教指導者の同郷者で、宗教指導者とともに清真寺を移動 した
事例があった(例 えば満春寺や新華寺)。
入学手続きと同じく、退学手続きも複雑ではなく、退学理由を宗教指導者(そ の後に管
理委員会)に伝えれば、自分の好 きなときにいつでも退学できる。例えば、清真寺での寄
宿生活を開始 した後、その土地の食事があわないとか、宿舎が狭いとか、教授法があわな
いといった理由からす ぐさま退学する事例 も少なくなかった13)。例えば、A氏、B氏はそ
れぞれ半年も経たないうちに他の清真寺へ移っているが、筆者がそれぞれの理由を聞いて
みたところ、学習環境が予想 していたようなものではなかったと両者 ともに説明 してい
た。自主退学後の新 しい寄宿先は、宗教指導者が紹介するわけではなく、彼 らがそれまで
培ってきた人脈や寄宿学生同士の情報網によってみつけることになる。
最後に気になった点は寄宿学生の移動範囲の広 さである。A氏 とB氏 ともに最初は故
郷にある清真寺でイスラーム諸学の基礎(ア ラビア文字やアラビア語の文法など)を数年
ほど学習 し、その後に他の清真寺へ移動 していた。寧夏各地を転々と移動 しているが、甘
粛省、陳西省、内モンゴル、河南省などの他省にも足を運んでいる。後述するが、宗教指
導者を清真寺へ招聰する場合、寧夏では同じ自治区内からでないと招聰することができな
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いのだが、それとは対照的に、寄宿学生の移動は宗教政策上においては基本的には制限さ
れないようである。調査地の寄宿学生の大多数が農村戸籍をもっているが、都市部へ移動
した際、「暫住証」を公安局に申請し登記手続きを行なう14)。
寧夏全体には清真寺が多 く、イスラーム諸学の研鐙は自治区内だけでも事足りるかのよ
うにみえるが、著名な宗教指導者が常駐し、かつ経済条件のよい清真寺があれば、他省で
の生活を躊躇することはない。寄宿学生は単身者のうちはフットワークが軽いので、比較
的自由に頻繁に移動する。それとは対照的に、もちろん個人差はあるものの、一般に既婚
者になると(妻子とともに移動する事例はのぞ く)、妻子 との関係を気にかけ、独身時代
ほど自由に移動しづらくなる。調査地の既婚者の寄宿学生のうち、銀川市に住居をかまえ
ている少数者は妻子を呼びよせていたが、大部分が単身赴任であった。
3清 真寺内のかけひき
ところで、調査地にアホンの資格を取得した寄宿学生が多いことはすでに指摘 した。そ
れは、清真寺にアホン予備軍が数多 く常駐 していることを意味する。清真寺には原則とし
て宗教指導者を1名 しか招聰できないため、宗教指導者のポス トをめぐる 「就職戦線」が
必然的に熾烈化】5)することになる。こうした事態は寄宿学生のポス トそれ自体にも波及す
ることがある。調査地のE寺 の事例 を例に挙げて確認 してみよう。
【事例31
E寺のC氏 とD氏 は2人 とも銀川市出身の寄宿学生である。ともに30代後半の既婚
者で、E寺付近に自宅をかまえ、自宅から清真寺に毎日通っている(E寺では既婚者の
寄宿学生が清真寺近くに住んでいる場合は自宅から通うことが認められている)。彼 ら
の寄宿生活の年数はもっとも長 く、現在の居住地に生活基盤を確立しているので、ほか
の清真寺へ移動することは考えていない。
2001年のことである。E寺 の宗教指導者が辞任することになり、その後継者 とし
て、若い宗教指導者が他地域から招聰されることになった。新しい宗教指導者は管理委
員会 との話 しあいにより、彼の弟子たちをE寺へ連れてくることになった。一般に、
宗教指導者が交代 し、新任者が自分の寄宿学生を赴任先に同行する場合、それまで寄宿
していた学生はほかの清真寺へ移らねばならない。そうした事態に直面 したC氏 とD
氏は、E寺の管理委員会 と個別に直接交渉を行い、E寺に残留できるように便宜を図っ
てもらった。
こうした事例は調査地ではなかなか表面化せず、確認できる件数としては少ないが、清
真寺内部の人間模様を如実に示す事例である。一般に、寄宿学生が同じ清真寺に長期間留
まる場合、管理委員会とのあいだで個人的な交渉を試み、特別な便宜を図ってもらうこと
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になる。実際、それを裏づける証言を調査地で聞いたことがある。例えば、2000年頃、
調査地のF寺 からG寺 へ移動 した寄宿学生が、「清真寺の寄宿学生も 「関係」(guanxi,
コネクション)が大事になる」 と筆者のほかは誰 もいない小部屋でもらしたことがあっ
た。
ここでいう 「関係」 とは、寄宿学生が日々の生活のなかで一般信徒の要望に応 じて儀礼
の代行を快諾 したり、宗教指導者や管理委員会が命じた雑務を積極的にこなしたりするこ
とによって、清真寺のなかである程度の信頼関係を築くことを意味している(そうした地
道な信頼関係が個人的なコネクションの形成を促すことになる)。先ほど紹介 したE寺 の
事例も物語っているように、清真寺関係者のあいだでも 「関係」を拡大 しておくこと、つ
まり、社会資本を増やしてお くことが重要な処世術のひとつとなっている点は漢族社会16)
と類似していて興味深い。
V考 察
さて、ここまで詳述 した事例をふまえ、中国における回族の寄宿学生の移動について考
察 してみよう。先ほど紹介した事例が示すように、改革開放政策導入後、寄宿学生の移動
は比較的自由に行なわれている。これは経済自由化政策の進展にともない、戸籍制度が緩
和されたことによる。つまり、少なくとも文化大革命が終わるまでは行政当局の戸籍管理
は非常に厳 しく、農村部から都市部への移動は大きく制限されていた。戸籍制度の緩和が
寄宿学生の移動を促 した点は過小評価すべ きではない。
ただし、寄宿学生が将来、宗教指導者として清真寺に着任するとなると事態が一変す
る。調査地では、清真寺が宗教指導者を招聰する場合、同じ自治区内からしか招聰できな
いという 「暗黙の了解」があった。このことは行政機関の文書ではなく、政府機関関係者
の説明から知ったことだが、実際、調査地のどの清真寺でも厳守されていた17)。宗教指導
者の移動の制限は、行政機関の立場からみれば、ムスリム少数民族のネットワーク拡大に
対する抑止力となっている。それとは別に、他省から招聰される新参者(外部者)と 地元
民とのあいだで発生しうる揉め事(例 えば地域的な慣習の違いによる意見の食い違い、清
真寺の主導権争いなど)を回避する意味もあると政府関係者が語っていたことがある。い
ずれにしても、清真寺で発言権のある宗教指導者の影響力を憂慮 しての措置なのであろ
う。
中国ムスリムの移動といえば、国外移動 としては、サウディアラビアへのメッカ巡礼、
中東諸国への留学、国内移動 としてはスーフィー教団の聖者廟参詣、清真寺への招聰(寄
宿)な どを挙げることができる。全体としてみた場合、ムスリム少数民族の国内外の移動
が行政当局に厳 しく管理されている点は否めないが、宗教指導者の移動と寄宿学生のそれ
とを比較 した場合、寄宿学生の方が大きな制約は受けていない。とくに近年、改革開放政
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策によって経済条件がよくなったムスリムが自分たちの子どもを私費で国外留学させる事
例が増えつつある。留学先には申東諸国にかぎらず、南アジアのパキスタンや東南アジア
のマレーシアやタイなども含まれる。パスポー トの申請 ・発行手続きもかつてよりは合理
化が進んでいる。
改革開放政策導入以前は、寧夏全体では、1958年頃から1970年代末頃まで一連の政治
運動が吹き荒れたため、およそ20年近 くものあいだ宗教活動が著 しく制限されていた
[澤井2002]。それにともない、宗教指導者や寄宿学生の清真寺間の移動 もほとんど停
滞 していた(清真寺関係者に対するインタビュー調査による)。これに対 し、中華民国期
の状況はといえば、調査地の清真寺に在籍した歴代の宗教指導者について調べてみたとこ
ろ、他省から招聰された者がお り、行政当局による移動の制限は現在よりは緩やかだった
(あるいはなかった)と考えられる。当時は現在ほど交通手段が発達していなかったとは
いえ、宗教エリートの活発な移動が清真寺間のネットワークを支えてきた点は過小評価す
べ きではない。
V【 おわりに 今後の課題 と展望
最後に、これまでの事例分析をふまえ、今後の課題と展望についてまとめておきたい。
前章の後半部分で宗教エリー トのネットワークに言及 したが、個人レベルの関係性につい
て補足説明しておこう。漢族社会と同様、清真寺内部においても、良い意味でも悪い意味
でも、「関係」が人事異動において大きな意味をもっていることは事例分析において具体
的に説明した。この 「関係」 という組織原理が中華人民共和国成立後にはじめて形成され
たのかどうかという問題については本稿で検証する余裕がないが、かつての急進的な社会
主義政策が結果的に資源の不公平な分配をもたらし、その後の改革開放政策が経済格差を
助長している状況をふまえると、ムスリム少数民族の人々が 「数少ない資源」をめぐって
個人的なコネクションを活用する機会は今後 も一層増えることは想像に難くない。それは
清真寺内部にもあてはまる。
これまでの中国研究おいては、かつての急進的な社会主義政策が少数民族に与えたイン
パクト(例えば伝統的な集団 ・組織や文化的価値観の変容、同 じ民族内部の権力闘争な
ど)が注目されてきたが、これからはそれにくわえ、1980年代以降の資本主義経済シス
テムへの包摂という新 しい問題をも視野に入れる必要があるだろう。社会主義的近代化が
資本主義経済システムをとりこみながら加速化する環境下、中国社会で 「周縁化」されて
いるムスリムの人々はどのようにとり組んでいくのだろうか。今後の補足調査では、社会
主義中国を体感してきたムスリム個々人のライフ ・ヒス トリーや生活世界の記録に力点を
おき、社会主義国家が抱える現実的な諸問題を照射する視点を模索していきたい。
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注
現地語 の特殊 な語彙 につい ては、中 国語(漢 語)は 括 弧で括 り、必要 な場合 に限 り、 ピンイ ン
や現地 語の読 み方 をカ タカナで 表記 した。 ア ラビア語 やペ ル シア語 な どを語 源 とす る民 俗語 彙
は、 ローマ字 で転 写 し、現 地語 の読 み方 をカ タカナで 表記 した。 ロー マ字転 写法 は原 則 と して
『岩波 イス ラーム辞 典』(岩波書店)に 準拠す る(長 母音表記 は煩雑 なため省略)。
1)中華人民共和 国ではイス ラームを信仰 す るとされる10種類 の少数民 族が 政府機 関に よって認
定 され、 「ムス リム少数民族 」 と呼 ばれている。その内訳 は、テ ユルク諸語 を母語 とす るウイ グ
ル族、 カザ フ族、 キルギ ス族 、 ウズ ベク族、 タタール族 、サ ラール族、ペ ルシ ア語 系 の言葉 を
母語 とす るタジ ク族、 モ ンゴル語 系の言葉 を母語 とす る東郷族 、保 安族 、漢語 を母 語 とす る回
族 となって いる。民族戸 籍 にもとつ く人ロセ ンサ スによる と、ムス リム少数民族 の総人 口は2,000
万人 だ とい われてい る。ただ し、この数字 には 「イス ラー ム を放棄 した無神 論者」 も含 まれる
ことにな り、 また、「イス ラームに改宗 した非 ム ス リム少数 民族」 が除外 される こ とにな るた
め、厳密 にい えば、「ムス リム」 の総人 口を正確 に確 認す るこ とはで きない[Gladney1991]。
2)先 行研 究 によれば、回族 は、お もに唐 代 か ら元代 にか けて中国へ 移住 したア ラブ人 ・ペ ルシ
ア人 ・トル コ人が 漢人(前 提 としてはイス ラー ムに改宗済 み)と の通 婚 を繰 り返 した結果 、中
国で形成 され た少 数民族だ と考 えられてい る[中 田1971]。もちろん時代 や地域 に よって、外
来ムス リム を民 族的 な祖 先 と して認 知 して いなか った り、 イス ラーム を放棄 して いた りす る事
例 もあ るため、民族定 義 を統 一 しづ らいの が現状 であ るが 、本稿 で は これ までの民族 定義 に よ
る もの とす る。
3)本稿 で使用す る 「ネ ッ トワーク」 の概念 は イギ リス の人類学者 バー ンズ[2006(1954):7]の
定 義 による。当初 のネ ッ トワー ク概 念 は、個 人 と集 団、集団 間、個人 間な どの諸 関係 を包括 し
た 「社 会的 ネッ トワー ク」 と して使用 され ていた。 ところが、1980年代 頃か らアメリカの都 市
社 会学 で 「個 人的 ネ ッ トワー ク」 とい う新 たな概念 が多用 され るよ うにな り、現在 では学 問分
野 や研 究者 に よってネ ッ トワー ク概 念 自体 の定義 や使用方 法が一様 で はない。本稿 で は、混 乱
を避 けるため に、広義 の社 会的 ネッ トワー クの うち、「個 人 を中心 として他 者(個 人)と の あい
だ に形 成 され るネ ッ トワー ク」 を指す ものを 「個 人的 ネ ッ トワー ク」 と表現 す る こ とに した
[cf.森岡(編)2000:22-31]。
4)銀 川市 はかつ て西 夏王 国(1038-1227)の都 だ った。元代(1271-1368)は寧 夏府路 と して甘
粛、 明代(1368-1644)は陳西の管 轄下 におか れた。清代(1636-1912)に寧夏府 が設 置 され る
と寧夏 府城 として甘粛 の管轄 下 に入 った。1912年中華民 国成立後 、朔方道 と改称 されたが、1928
年寧夏省 が甘粛省 から分割 されて省 として成 立 した後 に寧 夏省城(省 都)と なった。1944年寧
夏省 政府 に批 准 された後 、1947年4月銀川市 が成 立 した(そ の管轄 地域 は寧 夏省 城)。1949年
中華 人民共和国成立後 、1954年寧夏省が一度廃止 され て甘 粛省 に合併 されたが 、1958年寧夏 回
族 自治 区の成立時 に首府 とな った[馬1998:g-10]
5)た だ し、銀川市 の行政 区画 は筆 者の調 査終了後 に改称 ・変更 されて いる。2008年現在 の 同市
は興慶 区、西夏区、金鳳 区、永 寧県、賀蘭県 、霊 武市 を管轄 する。
6)地域 に よっては 「者麻提」(zhemati)と表記 されるこ ともあ る。
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7)モ ス クや聖者廟 な どを中心 とす る伝統 的 コミュニテ ィについ ては、中央 アジ アや中東 のマハ
ッラ(mahalla,街区)に 関する研究が盛 んであ る[テ ィムール2006]。近年は中 国のウイグル
族に関す る研究成 果[吟2000]も あるので、今後 は超 域的な研究が必 要 となるだ ろう。
8)調 査地 の清真寺 で は、 クル アー ンやハ デ ィース(預 言者 ムハ ンマ ドの言行 録)お よびそ れ ら
の注解書(法 学、哲 学、神 学 な ども含 む)な どのテキ ス トが使用 され ていた。大部 分が ア ラ ビ
ア語で、少数 なが らペル シア語の テキス トもあ るが、イス ラーム改革 諸派の清 真寺 では注 目 さ
れな くな ってい る。
9)清 真寺 では宗教指 導者 のみが管理 委員会 か ら毎 月給料 を支払 われ る。調査 地で は平均400元
か ら500元ほどだった(最 高額で1,000元)。寄宿 学生は衣食住 が無料 なの で無給 なのだが 、一
般信 徒か ら施 しを定期 ・不定期 に もらうこ とがで き、すべ て個 人の 臨時収入 となる。清真 寺 に
よって異 なるが月平均 は だいたい数 百元。清真 寺の規模 や行事 の多 さに よって変 わるが、あ る
清真寺 では各々の学生が2,000元もの施 しを受 け とった月が あった(1元=約15円)。
10)清真 寺で アホ ンの資 格 を取得 した だけで は、正 式 な宗 教指導 者 になれない。寄 宿学生 は清真
寺で アホ ンの資 格 を授 与 して もらった後 、それ とは別 に、行 政機 関が主催 する アホ ンの資 格審
査 を受 け る必 要があ る。寧夏 では、宗教事 務局 の指導下 、イス ラーム教協 会が 国営の イス ラー
ム経学 院で実施 する。 申請者 は資格審査 に合格 する と、「アホ ン証」 を発行 して もらい、 それが
あ って は じめて清 真寺 に勤務す るこ とがで きるにな る。 当然の こ となが ら、「アホ ン証」 を交 付
されず に清真寺 で宗教指導者 と して仕事す ると違法行為 とな る。
11)1980年代 初頭 の統計 資料 に よれ ば、寧夏 全体 の 民族 別 就学 率(1,000名あ た りの平 均値)
は、漢族の指数 を100とした場合 、回族の指数 は65とな り、同 じ漢語 を話す もの の格 差が み ら
れる。 また、回族の就 学率 の内訳 をみる と、小 学校が63%(漢 族 は52%)、中学 校が25%(漢
族 は34%)、高校 が7%(漢 族 が12%)、大 学がO.5%(漢族 が1%)と なってい る[張 天路 ほか
1991:227]。
12)寧夏の1人 あた りのGDPは年 間6,685元で、北京市 の31,613元と比べ る とか な り少 な い。
自治区の1入 あ た りの年 間所 得 は都 市 で6,530元(北京 が13,882元)、農 村で2,043元(北京
が5,601元)となってい る(2003年のデ ー タ)[21世紀 中国総 研(編)2004:348-351]。前述
したが、調査 地で は寄 宿学生 に なれば、毎 月数 百元 ほ どの施 しを確保 で きるので、天候 に左右
され る過酷 な農作業 と比べ る と、労働負担が軽 く、「割 の よい仕 事」で もあ る(当 事 者 の学 生 た
ちはそのよ うに口外 しないのだが)。
13)この ほか に も、師匠 と弟子 との相性 とい った個 人的 な問題 も寄宿 学生 の移動 を考 え るうえで
見逃せ ない要因であ る。例 えば、2004年初 頭、調査 地のE寺 にいた寄宿 学生が 、イス ラーム教
育 とは直接 関係 の ない些細 な こと(生 活態度)が 原因 で宗教指導 者 と揉 めて しまい、 ほかの清
真寺へ移 っている。
14)中国の人 口管理 については若林(編)[1992]が詳 しい。
15)例え ば、前半 部分 で提示 した データだが 、寧 夏全体 には清真 寺が3,500箇所 あ り、寄宿学 生
が8,000名いる。単純 に考 える と、寄宿学生全員が アホ ンの資格 を取得 した と想定す ると、8,000
名 の アホ ン予備軍 が3,500の(宗教指導 者の)ポ ス トをめ ぐっ て争 う ことに なる(競 争 率 は4
倍 強)。清真 寺におけ る宗教指導 者の定員増 はあ りえない。 また、宗教 指導者 には3年 の任期制
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が適用 され るが 、契約が更 新 される こと もあ るため、空 きのポス トが容易 に はみつけ られない
のが厳 しい現 実があ る。
16)漢族研 究(華 僑 ・華 人 も含 む)で は 「関係 」 に注 目した研 究が豊 富 にある。本稿 で は、紙 面
の関係上 、詳細 に紹 介で きないが、理[1994]、王[1987]、Yang[1994]、園田[2001]などが
詳 しい。
17)本稿で は、一次 資料 を提示 しなか ったが、表1で 紹介 した清真寺 の宗教指 導者 は全員 が寧夏
回族 自治 区出身であ る。
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